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第19回サンシャイントライアル＆トレッキング大会

　６月14 、15日、町内と近隣市町の特設コースで「第19回サンシャイントライアル＆トレッキング大会」が開催されました。

計３クラスに県内外から約300人がエントリー。コース中に設けられた岩場や湿地帯など自然を生かした競技ポイントで、い

かに足を着かずに走り抜けられるかや、短い時間でクリアするかを競い合いました。
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住民基本台帳ネットワークシステム
第２次サービス開始

本年８月２５日から

【住民票の写しの広域交付】
全国どこの市区町村でも
自分の住民票の写し（戸籍の表示を

省略したもの）
が取れるようになります。

【転入転出手続の簡素化】
住民基本台帳カードの交付を受けている場合、
転出届を郵送で行うことにより、

引越の手続で窓口に行くのは
転入時１回だけで済みます。

現在、住民票の写しの交付は、住んでいる市区町村でしか受

けられません。

住基ネットを活用して全国の市区町村間で住民票の情報のや

り取りができるようになることにより、全国どこの市区町村

でも、住民基本台帳カード、運転免許証などを市区町村の窓

口で提示することによって、本人や世帯の住民票の写し（戸籍

の表示を省略したもの）の交付が受けられるようになります。

現在、引越の場合には、まず、住んでいる市区町村に転出届を

行い、転出証明書の交付を受けた上で、引越先の市区町村に

転入届を行う必要があります。

住民基本台帳カードの交付を受けている場合は、確実な本人

確認ができるため、一定の事項を記入した転出届を郵送で行

い、住民基本台帳カードを引越先の市区町村の窓口で提示し

て転入届を行うことにより、引越の場合に窓口に行くのが転

入時の１回だけで済むようになります。

住 民 基 本 台 帳 カ ー ド の 登 場
●カード内に記録されている住民票コードに

　より、住基ネットでの本人確認に利用できます。

　→住民票の写しの広域交付、転入転出手続
　　の簡素化、法令で住基ネットの利用を認

　　められた事務での本人確認に活用

●本年８月２５日より、交付の受付を開始し

　ます。

●このカードは、写真付き・写真なしが選択

　でき、どちらも５００円になります。

●写真付を希望した場合は、公的な証明書と

　して利用できます。

※詳しい手続き等は次回の広報でご案内する予定です。■問い合わせ　町民課戸籍年金係（☎85－6129）

高度のセキュリティ機能を備えたICカード利用します
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整備が進む鮎貝土地区画整理事業
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　町衛生組合では、今年度も、生ごみ処理器（コンポスト容器）などをあっせんします。購入価格は各機種

ともに、表中の価格から補助額を差し引いた額となります。

　購入を希望するかたは、衛生組合事務局（町民課くらし・環境推進係）へ直接おいでいただいてお申し込

みください。

　なお、数に限りがありますので、先着順とさせていただきます。

▼しめきり　７月31日（木）

■衛生組合事務局（町民課くらし・環境推進係　☎85－6131）

生ごみ処理器などをあっせんします

生ごみ処理器（コンポスト容器）
名　　称 用　　途 価　　格 補助額

コンポスター 130型 一般家庭用（4～ 6人）  5,570円 3,000円

コンポスター 190型 生ごみの多い家庭用  6,540円 3,000円

コンポスター 230型 〃  7,400円 4,000円

コンポスター 300型 寮・食堂・多人数用 11,210円 6,000円

コンポスター 500型 〃 18,920円 9,000円

ゴミキエール 150L 一般家庭用（4～ 6人）  5,250円 3,000円

ゴミキエール 240L 生ごみの多い家庭用  6,300円 4,000円

ゴミキエール 300L 寮・食堂・多人数用  8,925円 6,000円

ゴミキエール 500L 〃 17,850円 9,000円

コンポエース #130P － N 一般家庭用（4～ 6人）  7,140円 3,000円

コンポエース #180P 生ごみの多い家庭用 10,080円 3,000円

＊取扱店…コンポスターはセイノヤ・松下商店、ゴミキエールはＪＡグリーンセンター、
　　　　　コンポエースは油井設備

ごみ処理バケツ（ＥＭボカシ用）

名　　称 規　　格 価　　格 補助額

マジックボックス（イーエムジャパン） 18リットル 1,890円 1,000円

ボカシ肥料専用容器（アロン化成） 18リットル 2,000円 1,000円

サンペール（サンコー） 20リットル 2,000円 1,000円

＊取扱店…マジックボックスはブティックタカノ、ボカシ肥料専用容器は油井設備・
　　　　　ＪＡグリーンセンター、サンペールは松下商店

電気式生ごみ処理機

名　　称 型　　式 処理方法 処理能力 価　　格 補助額

リサイクラ―

MS-N56 乾燥減容 2.2kg/ 回 71,400円 20,000円

MS-N36 乾燥減容 1.5kg/ 回 63,000円 20,000円

MS-N11 乾燥減容 1.2kg/ 回 51,240円 20,000円

キッチンマジック ECO-B25 乾燥減容 2.5kg/ 回 62,790円 20,000円

生ごみイーター EH4402H 分解処理 1.5kg/ 日 61,950円 20,000円

ごみパックン BGD-300N 分解処理 2.2kg/ 日 56,490円 20,000円

ごみなっくす AG-120 分解処理 1.2kg/ 日 50,180円 20,000円

地球の友だち EF-5B 分解処理 2.0kg/ 日 50,000円 20,000円

＊取扱店…須貝デンキ、武田電器店、高忠電器、高橋工務店、松下商店、油井設備、
　　　　　ＪＡグリーンセンター（取扱店によって取り扱っていない機種もありますので、　
　　　　　事務局までお問い合わせください。）

❺　 広報しらたか　2003.7.11
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険
料
の
半
額

を
免
除
し
、
残
り
の
半
額
（
６
６

５
０
円
）
を
納
付
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。
半
額
免
除
さ
れ
た
期

間
は
、
年
金
を
受
給
す
る
た
め
の

資
格
期
間
に
は
参
入
さ
れ
ま
す
が
、

年
金
額
は
保
険
料
全
額
納
め
た
と

き
と
比
べ
て
３
分
の
２
と
し
て
計

算
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
半
額
免
除
を
受
け
た
期

間
で
、
半
額
の
保
険
料
を
納
め
な

い
場
合
は
未
納
期
間
と
な
り
、
こ

の
期
間
は
、
受
給
資
格
期
間
や
年

金
額
に
は
反
映
さ
れ
ず
、
ま
た
、

そ
の
間
の
事
故
や
病
気
で
重
い
障

害
が
残
っ
て
も
障
害
年
金
が
支
給

さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�
申
請
免
除
�

対
象
�
�
�
�
�
�
�

　

申
請
免
除
の
対
象
と
な
る
か
た

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
前
年
の
所
得
が
少
な
く
、
保
険

　

料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
場
合

②
障
害
者
ま
た
は
寡
婦
で
あ
っ
て
、

　

前
年
の
所
得
が
１
２
５
万
円
以

　

下
の
場
合

③
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

　

以
外
の
扶
助
を
受
け
て
い
る
場
合

④
申
請
の
あ
っ
た
日
の
属
す
る
年

　

度
ま
た
は
前
年
度
に
お
い
て
、

●
震
災
・
風
水
害
・
火
災
な
ど
災

　

害
に
あ
っ
た
場
合

●
失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
め

　

る
の
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら

　

れ
た
場
合

●
事
業
休
止
ま
た
は
廃
止
に
よ
り

　

厚
生
労
働
省
が
実
施
す
る
離
職

　

者
支
援
資
金
貸
付
制
度
に
よ
る

　

貸
付
金
の
交
付
を
受
け
た
場
合

�
全
額
免
除
�
半
額
免
除
�

判
定
基
準

　

免
除
は
申
請
す
れ
ば
ど
な
た
で

も
承
認
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
家
族
構
成
な
ど
に
よ
り
免

除
の
対
象
と
な
る
所
得
が
基
準
と

な
る
金
額
を
下
回
る
場
合
に
、
全

額
免
除
あ
る
い
は
半
額
免
除
が
承

認
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
判
定
に
は
、
免
除
申
請
者
本

人
の
所
得
だ
け
で
な
く
、
申
請
者

の
配
偶
者
・
世
帯
主
の
所
得
も
見

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

判
定
の
目
安
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

世帯員数 全額免除 半額免除

４人世帯
（夫婦・子２人／

子の１人は16歳以上23歳未満）

164万円程度
(260万円程度 )

285万円程度
(424万円程度 )

２人世帯（夫婦のみ）
94万円程度

(159万円程度 )
172万円程度

(271万円程度 )

単身世帯
35万円程度

(100万円程度 )
85万円程度

(150万円程度 )

�
手
続
�
�
必
要
�
�
�

●
年
金
手
帳

●
印
鑑
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合

　

は
不
要
）

●
失
業
な
ど
を
理
由
と
す
る
と
き

　

は
次
の
い
ず
れ
か

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
写

　

し
・
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
の

　

写
し

・
離
職
者
支
援
資
金
の
貸
付
を
受

　

け
た
場
合
は
、『
貸
付
決
定
通
知

　

書
』
の
写
し

●
今
年
、
他
の
市
町
村
か
ら
転
入

　

さ
れ
た
方
は
、
前
年
の
所
得
状

　

況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

　

き
る
書
類
（
源
泉
徴
収
票
、
確

　

定
申
告
書
の
写
し
な
ど
）

（　）内は収入
※表の見方：表の４人･２人世帯の所得などは世帯主の目安です。     
　　　　　　世帯主以外は表の単身世帯が目安になります。



学
生
�
人
�

�
学
生
納
付
特
例
制
度
�

�
手
続
�
�

　

学
生
で
も
、
20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
学
生
で
収
入
が
な
く
保
険

料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
人
に
は
、

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り

ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け

た
場
合
、
承
認
期
間
中
に
、
万
一

の
事
故
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
た

と
き
で
も
「
障
害
基
礎
年
金
」
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
学
生
納
付
特
例
を
受

け
た
期
間
は
、
年
金
を
受
給
す
る

平成15年度『移動年金相談日』のご案内

　　　　　　〈相談日〉　７月16日（水）
　　　　　　　　　　　８月27日（水）
　　　　　　　　　　　９月17日（水）
　　　　　　　
　　　　　　●受付時間　午前９時30分～ 11時30分

　　　　　　　　　　　　午後１時～１時30分

　　　　　　●開始時刻　午前10時～、午後１時～

　　　　　　●場　　所　中央公民館第１・２研修室（２階）

　　　　　　●内　　容　年金のことならなんでも

　　　　　　■主　　催　米沢社会保険事務所

　　　　　　　　　　　　（☎0238－22－4220）

国民年金に関するお問い合わせは

町民課戸籍年金係（☎85－6129）まで

た
め
の
受
給
資
格
期
間
に
は
参
入

さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
の
計
算
に

は
入
り
ま
せ
ん
。

�
対
象
�
�
�
学
生
�
�

●
社
会
保
険
庁
が
認
め
て
い
る
学

　

校
（
海
外
の
学
校
な
ど
一
部
該

　

当
し
な
い
学
校
が
あ
り
ま
す
。）

●
学
生
本
人
の
前
年
の
所
得
が
68

　

万
円
以
下
の
人

�
手
続
�
�
必
要
�
�
�

●
年
金
手
帳

●
印
鑑
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合

　

は
不
要
）

●
新
学
年
の
在
学
証
明
書
ま
た
は

　

学
生
証
の
写
し

免除申請・学生納付特例の承認
は、申請のあった日の前月分から
です。納付困難なかたは早めに手
続きをお願いします。

保
険
料
�
追
納
�

�
�
�
�
�
�
�

�

全
額
免
除
�
半
額
免
除
及
�

学
生
納
付
特
例
�
受
�
�
期
間

�
保
険
料
�
�
免
除
�
受
�
�

�
�
�
学
生
納
付
特
例
�
承
認

�
受
�
�
�
�
�
10
年
以
内
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
納
�

�
�
�
�
�
�
�
�
追
納
制
度
�

�
�
�
�
�
�

�

追
納
�
�
�
場
合
�
年
金
額

�
全
額
免
除
期
間
�
�
�
�
�

�
分
�
�
�
半
額
免
除
期
間
�

�
分
�
�
�
額
�
減
額
�
�
�

学
生
納
付
特
例
�
場
合
�
�
年

金
額
�
計
算
�
�
�
�
�
�
満

額
�
年
金
額
�
近
�
�
�
�
�

�
�
追
納
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
免
除
等
�
承
認
�
受

�
�
年
度
末
�
�
�
年
�
過
�

�
追
納
�
�
場
合
�
�
�
�
�

当
時
�
保
険
料
�
加
算
金
�
�

�
�
�
�

�

追
納
�
�
希
望
�
�
�
�
�

�
�
米
沢
社
会
保
険
事
務
所

�
☎
�
�
�
�

�

22

�

�
�
�
�
�

�
�
相
談
�
�
�
�
�

免除申請・学生納付特例の手続きは…

町民課戸籍年金係まで

❼　 広報しらたか　2003.7.11







世
界
�
�
�
�
技
�
競
演

日
本
女
子
�
�
�
�
�
�
�
�
�
山
形
大
会

　６月７、８の両日、ソフトボール場で日
本女子ソフトボールリーグ第６節山形大会
が開かれました。アテネ五輪出場が決まっ
た日本チームのメンバーや、アメリカ代表
メンバーが熱戦を繰り広げました。この山
形大会は前期の最終戦に当たり、６チーム
が参戦。各チームが２試合ずつ行い、計６
試合を行いました。試合前に観客席へのサ
インボールの投げ込みや、試合後にはサイ
ン会なども開かれました。

10

　６月22日、中央公民館大ホールで障害者
とボランティアが手づくりで主催する「お
かえりなさいコンサート」が開かれました。
12回目となった今回は、町内外の福祉施設、
コーラスグループなど５団体が出演し、歌
や劇など変化に富んだステージが繰り広げ
られました。また、特別ゲストに去年の日
本民謡フェスティバルで日本一に輝いた井
上千春さん（長井市）が招かれ、満員の会
場からは、盛んな拍手が送られていました。

優
�
�
心
�
立
�
戻
�
�

第
12
回
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

フ
ラ
ワ
�
長
井
線
で
ワ
イ
ヤ

レ
ス
イ
ン
タ
�
ネ
�
ト
サ
�

ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た

�

�
�
�
�
長
井
線
�
荒
砥
駅
�

�
赤
湯
駅
�
全
線
�
�
�
�
�
乗

車
�
�
�
客
様
�
無
料
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
利

用
�
�
�
車
両
�
限
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
確
認
�
�

�
�
��
�
�
�
�
�
携
帯
端
末
�

利
用
者
�
準
備
�
�
�
�
�
�
�

�
�
��

�
問
�
合
�
��

山
形
鉄
道
株
式

会
社
�
☎
88

�

�
�
�
�
�

町
消
防
団
消
防
操
法
大
会
�
結
果

７
／
６
ソ
フ
ト
ボ
�
ル
場
駐
車
場

■
ポ
ン
プ
車
の
部

１
位　

２
分
団
２
部
１
班

　
　
　
　
　
　
　
　

（
箕
和
田
）

　

７
月
１
日
、
西
置
賜
消
防
本
部

で
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
長
井
市
、

白
鷹
町
合
同
開
始
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
、

家
の
電
話
線
に
装
置
を
備
え
付
け
、

ボ
タ
ン
を
押
す
と
、
介
護
や
医
療

の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
24
時
間
態
勢

で
待
機
し
て
い
る
民
間
の
安
全
セ

ン
タ
ー
に
通
報
さ
れ
る
仕
組
み
。

通
報
を
受
け
た
ス
タ
ッ
フ
は
、
症

状
な
ど
を
確
認
し
た
う
え
で
、
消

防
署
へ
の
救
急
車
の
出
動
要
請
や
、

近
所
の
協
力
員
へ
の
連
絡
な
ど
を

し
ま
す
。

一
人
暮
�
�
�
�
年
寄
�
�

強
�
味
方

緊
急
通
報
�
�
�
�
開
始
式

（
出
場
者
…
鈴
木
秀
一
、
今　

隆

広
、
黒
沢　

拓
、
宮
沢
康
久
、
横

沢　

塁
、
高
橋
好
美
）

２
位　

１
分
団
５
部
１
班（
山
口
）

３
位　

４
分
団
１
部
１
班（
萩
野
）

■
小
型
ポ
ン
プ
の
部

１
位　

１
分
団
３
部
１
班（北

小
路
）

（
出
場
者
…
小
林　

真
、
渋
谷
直

樹
、
小
林
直
樹
、
古
名
直
人
、
小

林
隆
一
）

２
位　

１
分
団
４
部
２
班（
下
町
）

（
出
場
者
…
丸
川
憲
康
、
金
子
哲

治
、
沖
田
昭
博
、
福
嶋
貴
士
、
須

貝
紀
明
）

３
位　

２
分
団
１
部
３
班（
駅
前
）

＊
ポ
ン
プ
車
の
部
の
１
位
と
小
型

ポ
ン
プ
の
部
の
１
位
と
２
位
は
西

置
賜
支
部
大
会
に
出
場
し
ま
す
�



白
鷹
若
鮎
�
�
�
�
大
会

第38回

９/21
（日）

来たれ、挑戦者
出場者募集

●
コ
�
ス

　

日
本
陸
連
公
認
第
６
６
９
１
コ
ー
ス

　

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル　

蚕
桑
小
学
校

●
参
加
者
募
集

・
健
康
で
自
分
が
希
望
す
る
コ
ー
ス
を
完
走
で
き

る
か
た
。

・
壮
年
男
子
の
部
は
、
平
成
15
年
９
月
21
日
現
在

で
、
満
40
歳
以
上
の
か
た
。

●
参
加
料

　

高
校
生
…
…
…
…
１
５
０
０
円

　

一　

般
…
…
…
…
３
０
０
０
円

（
２
㌔
の
場
合
は
、
１
５
０
０
円
）

　

小
・
中
学
生
…
…
７
０
０
円

●
種　

目

　

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
（
制
限
時
間
２
時
間
15
分
）

　
　
　
　
　
　
　

一
般
の
部

　

10
マ
イ
ル　
　

一
般
の
部（
制
限
時
間
２
時
間
）

　

10
㌔　
　
　

①
高
校
の
部

　
　
　
　
　
　

②
一
般
の
部

　

５
㌔　
　
　

①
中
学
男
子
３
年
の
部

　
　
　
　
　
　

②
女
子
の
部

　
　
　
　
　
　

③
壮
年
男
子
の
部

　

３
㌔　
　
　

①
中
学
男
子
１
・
２
年
の
部

　
　
　
　
　
　

②
中
学
女
子
の
部

　

２
㌔　
　
　

小
学
生
以
上

●
申
込
し
め
き
り　

８
月
15
日
（
金
）
消
印
有
効

　　　■申し込み・問い合わせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　教育委員会生涯学習・スポーツ推進係

　　　　　　　「白鷹若鮎マラソン大会実行委員会　事務局」
   　　　　　 　☎85－6147（直通）　FAX85－2183

しらたかの“かぜ”を感じて･･･

●
白
鷹
若
鮎
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
ご
協
力
を
！
�
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
運
営
ス
タ
�
フ
�
募
集
�
大
会
当
日
�
大
会
運
営
�
受
付
�
記
録
証
交
付
補
助
等
�
�
�
協
力
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

下
記
連
絡
先
�
�
�
連
絡
�
�
�
�
�
�
�
�
大
会
当
日
�
会
場
�
�
�
�
売
店
等
�
出
店
�
�
考
�
�
団
体
�
個
人
�
�
�
�
�
相
談
�
�
�
�
�

　

日
本
陸
連
公
認
第
６
６
９
１
コ
ー
ス

　

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル　

蚕
桑
小
学
校

■申し込み・問い合わせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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�

日
中
一
人
�
時
�
業
者
�
来
�
�

断
�
�
�
�
�
�
契
約
�
�
�
�

�
�
�
�
�
相
談
�
増
�
�
�
�

�
�
�
注
意
�
�
�
�
�

実
例

　

押
し
入
れ
に
見
慣
れ
な
い
新
し

い
布
団
が
あ
る
の
で
高
齢
の
母
に

聞
い
た
と
こ
ろ
、
10
日
ほ
ど
前
に

近
所
の
家
に
集
め
ら
れ
い
ろ
い
ろ

な
日
用
品
な
ど
を
も
ら
っ
て
、
30

万
円
も
す
る
布
団
を
買
わ
さ
れ
た

と
い
う
が
、
あ
ま
り
に
高
額
な
の

で
解
約
で
き
な
い
か
。

相
談
員
�
�

　

こ
の
実
例
の
よ
う
に
、
主
に
お

年
寄
り
を
対
象
に
日
用
品
を
無
料

で
配
っ
た
り
、
タ
ダ
同
然
で
売
っ

て
人
を
集
め
、
後
で
高
額
な
布
団

や
健
康
器
具
な
ど
を
売
り
つ
け
る

業
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
お
年
寄

り
の
場
合
、
被
害
の
認
識
を
持
た

な
い
こ
と
も
多
く
、
ま
た
家
族
に

も
内
緒
に
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
期
間
（
８

日
間
）が
経
過
し
て
し
ま
い
、解
決

12

増
�
�
高
齢
者
�
契
約
�
�
�
�

が
困
難
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
が

現
状
で
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
「
点

検
に
き
ま
し
た
」
と
訪
問
し
、
修

理
不
能
・
危
険
な
状
態
・
期
限
切

れ
な
ど
、
事
実
と
異
な
る
こ
と
を

言
っ
て
、
必
要
の
な
い
新
品
や
別

の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
を
売
り
つ
け

る
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

も
し
契
約
し
て
し
ま
っ
た
場
合

は
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ご
相
談
は
�
町
民
課
く
ら
し
・
環

境
推
進
係
�
☎
85

－

６
１
３
１
�

ま
た
は
�
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
�

�
☎
０
２
３

－

６
２
４

－

０
９
９

９
�

夏の風物詩を代表する "蛍”にもう会いましたか。
貝生川にはたくさんの蛍が生息しており、愛宕
山から飛び出る様子は幻想的なものがあります。
ひょっとしてトトロにも会えるかも。

●マイロードコース（荒砥地区）
　（自分でコースをつくってみよう！）

ご
注
意
く
だ
さ
い
!!



�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
取

り
組
み
が
多
種
、
多
志
向
、
多
世

代
と
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
指
導
者
不
足
や
少
子
化
に

よ
る
問
題
も
同
時
に
抱
え
、
文
部

科
学
省
よ
り
「
総
合
型
地
域
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
と
い
う
新
た
な
展

開
が
打
ち
出
さ
れ
、
白
鷹
町
で
も

教
育
委
員
会
や
体
育
指
導
委
員
会

に
て
調
査
、
研
究
が
な
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

で
は
、「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
」
と
は
ど
ん
な
も
の
な
の

で
し
ょ
う
か
。「
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
い
つ
ま
で
も
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、「
い
ろ
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
を

気
軽
に
楽
し
み
た
い
」「
技
術
ア
ッ

プ
を
図
り
た
い
」「
健
康
維
持
や
知

識
、
情
報
を
得
た
い
」「
指
導
し
て

み
た
い
」
な
ど
多
く
の
ニ
ー
ズ
や

要
望
を
自
分
た
ち
で
解
決
・
実
現

さ
せ
て
い
く
、
住
民
主
体
の
ス
ポ

ー
ツ
・
文
化
組
織
で
す
。
い
わ
ゆ

る
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
を
通
じ
て
行

う
ま
ち
づ
く
り
の
考
え
方
で
す
。

学
校
や
ス
ポ
少
、
行
政
等
と
と
も

に
手
を
取
り
、
健
康
で
明
る
く
、

活
発
な
人
材
育
成
と
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
の

振
興
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。
町
お

こ
し
は
、
人
お
こ
し
か
ら
。
そ
ん

な
素
朴
な
想
い
が
基
本

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

白
鷹
町
に
は
ど
ん
な

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
か
？

家
庭
や
職
場
、
地
域
で

の
話
題
の
一
つ
に
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。
そ
こ
か

ら
生
ま
れ
る
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係

☎
85

－

６
１
４
７
）

荒
砥
高
校
体
育
祭

　

６
月
21
日
に
荒
砥
高
校
体
育
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
準
備
の
時
点

か
ら
保
護
者
の
か
た
が
た
を
は
じ

め
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
き
本
当
に
感
謝
の
思
い
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
時
折
日
が
差
す
曇
り

空
の
も
と
、
全
校
生
徒
が
赤
、
白
、

青
組
に
分
か
れ
さ
わ
や
か
に
開
会

式
を
行
い
、
競
技
を
始
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
競
技
、
応
援
と

も
に
白
熱
し
、
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な

展
開
に
な
り
ま
し
た
。
１
０
０
㍍

走
で
は
、
あ
る
３
年
生
が
２
年
生

の
時
の
記
録
を
更
新
し
、
新
記
録

が
で
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
雲
も

な
く
な
り
、
青
空
の
下
、
団
体
競

技
、
応
援
披
露
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
ど
の
組
も
精
一
杯
の
取

り
組
み
を
み
せ
、
い
い
思
い
出
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

荒
砥
高
校
野
球
部
出
陣

　

荒
砥
高
校
野
球
部
が
い
よ
い
よ

出
陣
で
す
。
７
月
18
日
に
第
85
回

全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
山
形

大
会
の
開
会
式
を
迎
え
ま
す
。
野

球
部
は
毎
日
の
よ
う
に
練
習
し
、

土
日
に
は
他
校
と
の
練
習
試
合
を

た
く
さ
ん
行
い
、
精
一
杯
が
ん
ば

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
練
習
の
成

果
を
見
て
く
だ
さ
い
。
ぜ
ひ
、
荒

砥
高
校
野
球
部
を
応
援
し
て
く
だ

さ
い
。

▼

優
勝
は
白
組
で
し
た

13　 広報しらたか　2003.7.11
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西置賜救急隊
フラッシュ 救命率向上を目指して

―メディカルコントロール（ＭＣ）体制―

　この４月から、救急隊員による救急活動の充実を図る「メディカルコ

ントロール体制」がスタート。今回は、救命率向上を目指すこの仕組を

紹介します。

医
療
機
関
と
消
防
機
関
の

連
携
で
救
急
活
動
を
強
化

　

「
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

体
制
」
は
、
救
急
救
命
士
が
行
う

処
置
を
、
医
師
が
指
導
し
た
り
、

救
急
活
動
に
つ
い
て
事
後
評
価
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
効
果
的

な
救
急
活
動
を
実
現
し
、
救
命
率

向
上
に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
仕
組

み
で
す
。

　

救
急
隊
に
よ
る
処
置
を
、
消
防

機
関
内
部
だ
け
で
な
く
、
医
療
機

関
の
医
師
も
チ
ェ
ッ
ク
。
さ
ら
に

病
院
で
の
実
習
、
研
修
な
ど
を
行

い
、
救
急
処
置
の
質
を
高
め
ま
す
。

一
刻
を
争
う
状
況
に

素
早
く
対
処

　

そ
の
結
果
、
救
急
隊
の
処
置
の

信
頼
性
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ま
で
救
急
隊
が
現
場
か
ら
電
話

連
絡
し
、
医
師
の
指
示
を
受
け
て

か
ら
行
っ
て
い
た
「
除
細
動
」（
電

気
シ
ョ
ッ
ク
）
の
処
置
が
、
電
話

を
せ
ず
に
実
施
可
能
に
な
り
ま
し

た
。「
除
細
動
」
と
は
、
心
臓
が
ケ

イ
レ
ン
し
た
状
態
で
正
常
に
機
能

し
て
い
な
い
場
合
に
、
電
気
的
刺

激
を
与
え
る
処
置
で
、
早
く
行
う

ほ
ど
効
果
的
で
す
。

　

今
後
、
救
急
救
命
士
の
教
育
を

さ
ら
に
充
実
し
、
実
施
で
き
る
処

置
の
拡
大
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

応急手当講習会

「身に付けよう !! 命を救う応急手当」

　救急車が到着するまで、平均時間はおよそ
７分。その場に居合わせたあなたの一刻も早
い応急手当が、大切な命を守ります。
　命を救うのはあなたです。

普通救命講習（３時間程度）

　心臓マサージ・人口呼吸法・大出血時の止
血法などの学習で、実技中心の内容です。
一般講習（希望の時間と内容）

　まずは、受けてみよう！救急講習

お問い合わせは
消 防 署　88－1213
白鷹分署　85－5242
飯豊分署　72－2222
小国分署　62－2154

郷
土
の
誇
り
を
胸
に
�
頑
張
れ
白
鷹
ジ
�
ニ
ア
！

第
28
回
蔵
王
坊
平
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
�
大
会
及
び

第
６
回
山
形
県
ジ
�
ニ
ア
駅
伝
大
会

�

町
内
�
小
�
中
学
生
�
�
�
編
成
�

�
�
白
鷹
町
男
子
�
女
子
�
�
�
�
出

場
�
�
�
�

�

関
係
者
�
�
父
兄
�
�
協
力
�
�
�
�

大
会
�
向
�
�
練
習
�
重
�
�
�
�
白

鷹
町
�
�
�
選
手
�
皆
�
�
�
精
一
杯

�
�
�
�
�
�
対
�
�
大
会
�
緊
張
感

�
興
奮
�
中
�
大
�
�
�
声
援
�
�
願

�
�
�
�
�

�

�
�
�
当
日
�
観
客
用
駐
車
場
�
蔵

王
猿
倉
�
�
�
�
�
�
�
�
会
場
�
�

無
料
�
�
�
�
�
�
運
行
�
�
大
変
混

�
合
�
�
�
�
�
�
応
援
�
�
�
�
乗

�
合
�
�
�
�
協
力
�
�
�
�
�

�
�
��

�
月
�
日
�
日
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�

小
学
生
男
子�

�
��

10
時�
�

�

小
学
生
女
子�

�
��

10
時
�
分

�

中
学
生
男
子�

�
��

10
時
25
分

�

中
学
生
女
子�

�
��

10
時
30
分

駅
伝�

女
子�

�
区
間�

12
時
30
分

駅
伝�

男
子�

�
区
間�

13
時
15
分

�
競
技
種
目
�
�
�
開
始
時
間
�
異
�
�
�
�
�

�
�
�
他
�
種
目
�
�
�
�
�
�
問
�
合
�
�
�
�
�
�
�

�
会
場�

上
山
市
蔵
王
高
原
坊
平
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
問
�
合
�
��

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
�
�
�
�
�
推
進
係

�
☎
85

�

�
�
�
�
�



佳
作　

山
と
川　

合
言
葉
で
す
凡
夫
婦　
　
　
　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

　

〃　

削
ら
れ
た
山
が
目
を
剥む

く
土
石
流　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

　

〃　

ふ
る
さ
と
の
清
水
を
溜
め
る
雑
木
山　
　
　

広　

野　

竹
田　

義
子

　

〃　

茶
柱
も
立
っ
て
四よ

も

や

ま

方
山
話
聞
く　
　
　
　
　

鮎　

貝　

横
沢　

直
太

　

〃　

海
山
を
揺
さ
ぶ
る
マ
グ
マ
目
を
覚
ま
し　
　

貝　

生　

保
科　
　

努

　

〃　

こ
こ
か
ら
は
楢な
ら

山
行
き
の
無
料
パ
ス　
　
　

荒
砥
甲　

菊
地　

豊
村

　

〃　

山
菜
で
も
て
な
す
母
の
て
ん
こ
盛
り　
　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

　

〃　

植
田
の
美　

い
ま
西
山
に
日
が
沈
む　
　
　

横
須
賀　

勝
見
満
里
子

　

〃　

ま
な
う
ら
に
故ふ
る
さ
と郷

の
山
友
の
顔　
　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

　

〃　

砂
山
が
崩
れ
る
よ
う
に
消
え
た
夢　
　
　
　

鮎　

貝　

土
屋　

文
香

　

〃　

新
緑
が
萌
え
山
々
に
詩
が
あ
る　
　
　
　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

　

〃　

母
子
家
庭
夢
に
見
て
い
る
父
の
山　
　
　
　

折　

居　

海
老
名
き
ち

秀
逸　

頼
も
し
く
妻
は
小
山
の
よ
う
に
な
り　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

　

〃　

里
山
に
郭か
っ
こ
う公

が
啼な

く
豆
を
播ま

く　
　
　
　
　

横
須
賀　

大
滝
健
次
郎

　

〃　

子
に
送
る
山
菜　

調
理
法
も
添
え　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

　

〃　

越
し
て
き
た
山
を
見
上
げ
て
老
夫
婦　
　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

　

〃　

山
国
の
幸
美
し
い
四
季
が
あ
り　
　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

　

〃　

山
の
如　

動
か
ぬ
父
の
で
か
い
背
ナ　
　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

　

〃　

そ
こ
に
山
あ
る
か
ら
と
言
う
男
た
ち　
　
　

鮎　

貝　

泉
野　
　

忍

　

〃　

観
光
の
棚
田
を
植
え
る
山
の
里　
　
　
　
　

荒
砥
甲　

丸
山　

正
志

　

〃　

素
朴
さ
を
並
べ
山
菜
直
売
所　
　
　
　
　
　

細　

野　

安
達　

昭
吾

　

〃　

百
選
は
要い

ら
ぬ
白
鷹
山
は
父　
　
　
　
　
　

横
須
賀　

菊
地　

美
芳

五
客　

故
郷
の
山
ふ
と
こ
ろ
の
小
さ
い
墓　
　
　
　

長
野
県　

坂
本　

静
子

　

〃　

山
ほ
ど
の
古
着
の
ど
れ
も
捨
て
ら
れ
ぬ　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

　

〃　

ど
の
風
も
許
し
て
山
の
無
表
情　
　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

　

〃　

山
ほ
ど
の
恩
を
返
せ
ず
足
さ
す
る　
　
　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

　

〃　

採
り
た
て
を
隣
か
ら
来
た
山
の
幸　
　
　
　

北
海
道　

渋
谷
喜
四
郎

人
位　

こ
の
山
を
越
え
ね
ば
父
の
背
が
見
え
ぬ　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

地
位　

修
行
ま
だ
足
り
ぬ
他
山
の
石
拾
う　
　
　
　

荒
砥
乙　

梅
沢　

草
路

天
位　

壮
大
な
ド
ラ
マ
へ
山
が
動
き
出
す　
　
　
　

荒
砥
乙　

高
橋　

白
兎

軸　
　

未
踏
峰
だ
か
ら
群
が
る
男
た
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

美　

笑

次
回
課
題　

「
包
む
」
七
月
末
日
ま
で　

「
親
」
八
月
末
日
ま
で

一
題
三
句
は
が
き
に
て　

届
先　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
九
四　

菊
地　

克
二
ま
で

�
町
報
川
柳
�　　

山　
　
　
　

安
部　

美
笑　

選

15　 広報しらたか　2003.7.11

●防災シリーズ４　そのときどうする !?

■問い合わせ　消防署白鷹分署（☎85－5242）

水害に備えよう！
　白鷹町でも、過去に大きな水害が発生しています。
　昭和42年８月に起きた羽越水害は、甚大な被害を被りました。その後大規模な水害は発生していませんが、毎
年のように河川・水路の氾濫や、小規模な土砂崩れなどが発生しています。
　もう一度、身近なところから水害について見直してみましょう。

◎天気予報や気象情報に注意しましょう。

梅雨時や台風シーズンなど、洪水が起こりやすい時期には、

テレビ・ラジオ等の天気予報

に注意し、天気の移り変わり

に気をつけましょう。大雨や

洪水などの各注意報・警報は

テレビ・ラジオでも速報され

るため、見落とさないよう注

意しましょう。

◎大雨や台風に備えて家のまわりを 
　点検整備しましょう。

家のまわりに吹き飛ば

されそうなものはない

か、雨戸や雨どいなど

は傷んでないかを確認

しておきましょう。普

段からの確認と整備が、

被害を最小限にくい止

める結果につながりま

す。

◎身近な危険場所を確認しておきましょう。

崩れそうな崖はありませんか？た

め池や河川の堤防から水漏れはあ

りませんか？ため池や河川の堤防

の崩れたところはありませんか？

過去に災害が起きた場所を知って

おきましょう。

◎水路の清掃をしましょう。

水路には空き缶、ビニール袋、雑草などいろいろな

ごみが溜まっています。水路が詰まればちょっとの

雨でも浸水します ｡

普段から清掃をし、

水が流れやすいよ

うにしましょう。



 

何
�
勉
強
�
�
�
�
�

            

�
�
�
�
�
�

�
白
鷹
学
講
座
�企
画
委
員
募
集

　

平
成
13
年
度
か
ら
開
催
し
て
い

る
生
涯
学
習
講
座
「
白
鷹
学
講
座
」

を
一
緒
に
企
画
運
営
し
て
く
だ
さ

る
か
た
を
募
集
し
ま
す
。
少
子
・

高
齢
化
、
環
境
問
題
、
男
女
共
同

参
画
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
を
取
り

巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
中
か
ら

講
座
の
テ
ー
マ
を
見
つ
け
、
講
座

を
開
催
し
学
習
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
か

た
、
勉
強
し
て
み
た
い
テ
ー
マ
が

あ
る
か
た
、
仲
間
と
何
か
始
め
て

み
た
い
か
た
、
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ

さ
い
。
年
齢
、
男
女
を
問
い
ま
せ

ん
。
ご
一
報
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

＊
７
月
末
に
第
１
回
目
の
企
画
委

員
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
申
し
込
み
時
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

教
育
委

員
会
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進

係
（
☎
85

－

６
１
４
７
）

 

介
護
者
交
流
会
�
�
案
内

　

介
護
者
の
皆
さ
ん
、
交
流
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。　

　

忙
し
い
介
護
か
ら
一
時
的
に
離

れ
、
介
護
者
同
士
の
交
流
を
持
ち

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

▼
日
程
と
コ
ー
ス

日
帰
り
コ
�
ス

①
９
月
11
日
（
木
）
芦
の
牧
温
泉

②
10
月
８
日
（
水
）　　

〃

③
10
月
26
日
（
日
）
パ
レ
ス
松
風

１
泊
２
日
コ
�
ス

④
９
月
24
日
（
水
）〜
25
日
（
木
）

温
海
温
泉

⑤
10
月
２
日
（
木
）〜
３
日
（
金
）

温
海
温
泉

⑥
10
月
15
日
（
水
）〜
16
日
（
木
）

銀
山
温
泉　
　
　
　
　
　

▼
参
加
で
き
る
か
た　

次
の
か
た

を
介
護
し
て
い
る
介
護
者

①
要
介
護
４
ま
た
は
５
に
相
当
す

る
か
た

②
痴
呆
の
あ
る
高
齢
の
か
た
（
日

常
生
活
自
立
度
Ⅲ
以
上
）

▼
参
加
費　

参
加
費
用
は
、
原
則

と
し
て
全
額
助
成
し
ま
す
。
た
だ

し
、
介
護
さ
れ
て
い
る
か
た
が
短

期
入
所
等
を
利
用
す
る
場
合
は
一

部
負
担
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

＊
参
加
す
る
た
め
に
介
護
が
必
要

な
か
た
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
く

て
も
参
加
条
件
に
該
当
す
る
よ
う

な
か
た
は
、
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
86

－

０
１
１
２
）

�
第
35
回
読
書
感
想
文
�

 

生
活
文
�
�
�
�
�
��

 

作
品
募
集
�
募
集
�
�
�

▼
応
募
部
門　

読
書
感
想
文
と
生

活
文
コ
ン
ク
ー
ル
（
一
般
の
み
）

の
２
部
門　
　

▼
字
数　

４
０
０
字
原
稿
用
紙
５

枚
程
度

▼
応
募
方
法　

応
募
票
を
添
付
し

て
、
直
接
、
町
立
図
書
館
へ
お
持

ち
く
だ
さ
い
。（
応
募
票
は
図
書
館

に
あ
り
ま
す
。）

＊
た
だ
し
、
小
・
中
・
荒
砥
高
校

生
は
学
校
を
通
じ
て
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
表
彰
式　

特
別
賞
の
み

▼
し
め
き
り　

10
月
10
日
（
金
）

＊
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
文

化
振
興
係
（
☎
85

－

６
１
４
６
）

 

総
合
型
地
域
�
�
�
�
�
� 

 

�
推
進
事
業
研
修
会

�
白
鷹
�
�
�
�
�
�
�
�
�

 

考
�
�
�

　

現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
事
情
に
変
化

が
訪
れ
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
へ

の
取
り
組
み
が
多
種
、
多
志
向
、

多
世
代
と
な
り
、
ま
た
、
少
子
化

と
い
う
問
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
現
状
に
対
応
す
べ
く

「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」

と
い
う
新
し
い
試
み
が
文
部
科
学

省
よ
り
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
荒
砥
出
身
で
、
荒
砥

高
校
で
教
鞭
を
と
ら
れ
た
こ
と
も

あ
る
長
谷
部
茂
先
生
を
講
師
に
お

迎
え
し
、
白
鷹
町
に
お
け
る
今
後

の
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
の
展
開
、
可

能
性
を
検
討
し
ま
す
。

▼
い
つ　

７
月
25
日
（
金
）
夜
７

時
〜
９
時

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
大
会
議
室

▼
講
師　

中
央
広
域
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー　

長
谷
部
茂
先
生

＊
な
お
、
当
研
修
会
は
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
た
地
域
づ
く
り
を
一
緒
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
興
味
・
関
心

を
お
持
ち
の
か
た
は
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
係
（
☎

85

－

６
１
４
７
）

 

親
子
洋
裁
教
室

　

手
作
り
で
す
て
き
な
お
し
ゃ
れ

が
楽
し
め
ま
す
。
基
本
か
ら
仕
上

げ
ま
で
お
教
え
し
ま
す
。

▼
い
つ　

７
月
27
日（
日
）、
８
月

２
日（
土
）、
３
日
（
日
）
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
（
３
日
間
）

▼
ど
こ
で　

白
鷹
高
等
専
修
学
校

▼
対
象　

小
・
中
学
生
と
保
護
者
、

16



親
子
で
30
人

▼
会
費　

親
子
で
１
０
０
０
円

＊
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
高

等
専
修
学
校（
☎
85

－

２
０
８
１
）

 

子
育
�
支
援
�
�
�
�
�
�

 

�
�
知
�
�

　

地
区
の
す
こ
や
か
あ
そ
び
広
場

が
始
ま
り
ま
す
。
４
月
か
ら
、
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
ハ
ー
モ
ニ
ー

プ
ラ
ザ
で
す
こ
や
か
あ
そ
び
広
場

を
開
い
て
い
ま
す
が
、
会
場
が
遠

い
蚕
桑
、
東
根
、
鷹
山
地
区
の
お

子
さ
ん
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
７

月
か
ら
地
区
の
あ
そ
び
広
場
を
行

い
ま
す
。
保
育
園
に
入
っ
て
い
な

い
お
子
さ
ん
と
お
う
ち
の
か
た
、

近
く
の
公
民
館
に
ぜ
ひ
遊
び
に
お

い
で
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▼
日
時
と
場
所

７
月
14
日（
月
）
東
根
地
区
公
民
館

７
月
28
日（
月
）
萩
野
ふ
れ
あ
い
館

▼
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時

▼
対
象　

保
育
園
に
入
っ
て
い
な

い
乳
幼
児
（
親
子
ま
た
は
祖
父
母

と
孫
）

▼
内
容　

リ
ズ
ム
遊
び
、
手
遊
び
、

絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

▼
平
成
15
年
度
予
定　

９
月
、
11

月
、
２
月
に
巡
回
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

よ
つ
ば
保
育
園

（
☎
85

－

０
０
８
４
）

 

荒
砥
高
校
吹
奏
楽
部
企
画

�
音
楽
�
通
�
�
交
流
�
輪
�

 

広
�
�
�
�

　

荒
砥
高
校
吹
奏
楽
部
で
は
、

「U
nderstand Each O

ther 
Thorugh M

usic

〜
音
楽
を
通
し

て
交
流
の
輪
を
広
げ
よ
う
〜
」
と

い
う
テ
ー
マ
を
も
と
に
、
荒
砥
高

校
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
の
か
た
や
町
内

で
楽
器
を
演
奏
し
た
い
と
い
う
か

た
と
演
奏
会
を
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

▼
対
象　

荒
砥
高
校
吹
奏
楽
部
員

で
あ
っ
た
か
た
、
町
内
に
お
住
ま

い
で
楽
器
を
演
奏
し
た
い
か
た

▼
募
集
期
間　

９
月
19
日
（
金
）

ま
で

＊
７
月
22
日
（
火
）
〜
８
月
22
日

（
金
）
ま
で
荒
砥
高
校
は
夏
休
み

と
な
り
、
顧
問
が
不
在
の
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
、
氏

名
、
電
話
番
号
の
伝
言
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
顔
合
わ
せ　

９
月
27
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分
、荒
砥
高
校
音
楽
室

▼
演
奏
会
開
催
日　

平
成
16
年
２

月
７
日
（
土
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

荒
砥

高
校
吹
奏
楽
部
顧
問
・
佐
藤
淳
子

（
☎
85

－

２
１
７
１
）

 

第
�
回
白
鷹
陽
光
学
園
夏
祭
�

▼
い
つ　

８
月
１
日
（
金
）
午
後

６
時
〜

▼
ど
こ
で　

陽
光
学
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
内
容　

出
店
、
花
火
な
ど

祭
り
を
手
伝
�
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ

ン
テ
�
ア
を
募
集
し
ま
す

▼
申
込
し
め
き
り　

７
月
23
日

（
水
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
陽

光
学
園
（
☎
85

－

３
０
３
０
）

 

在
宅
介
護
支
援
�
一
緒
�

 

勉
強
�
�
�
�
�
�
�

　

白
鷹
町
の
高
齢
化
率
は
平
成
15

年
４
月
現
在
で
28
・
５
％
で
す
。

「
住
み
慣
れ
た
こ
の
地
域
で
ず
っ

と
暮
し
た
い
」、こ
れ
は
多
く
の
お

年
寄
り
の
願
い
で
す
。

　

お
年
寄
り
が
望
む
白
鷹
ら
し
い

在
宅
生
活
を
可
能
な
か
ぎ
り
、
よ

り
良
い
形
で
継
続
で
き
る
支
援
体

制
を
つ
く
っ
て
い
く
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
、
み
ん
な
で
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
い
つ　

７
月
15
日（
火
）夜
７
時

▼
ど
こ
で　

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
い
き
い
き
ル
ー
ム
」

▼
お
話
を
し
て
く
だ
さ
る
か
た

米
沢
生
活
協
同
組
合
常
務
理
事
・

た
く
ろ
う
所
施
設
責
任
者

松
本
由
美
子
さ
ん

▼
内
容　

「
経
験
談
・
た
く
ろ
う

所
を
開
設
す
る
ま
で
」

▼
主
催　

在
宅
介
護
支
援
を
勉
強

し
て
み
よ
う
会　

安
部
英
子

■
問
い
合
わ
せ　

江
口
（
☎
85

－

２
７
０
０
）、
佐
竹（
☎
85

－

３
７

６
５　

夜
間
の
み
）

 

白
樫
�
木
�
�
�
�
�

▼
い
つ　

７
月
20
日
（
日
）
午
後

６
時
30
分
開
演

▼
ど
こ
で　

白
樫
の
木
の
家
（
鮎

貝
・
梅
津
一
郎
氏
宅
）

▼
内
容　

フ
ル
ー
ト
と
チ
ェ
ン
バ

ロ
で
楽
し
む
バ
ロ
ッ
ク
音
楽

▼
入
場
料　

２
０
０
０
円

▼
定
員　

30
人
（
電
話
で
ご
予
約

く
だ
さ
い
）

■
問
い
合
わ
せ　

梅
津
（
☎
85

－

４
４
５
０
）

 

老
人
保
健
�
負
担
区
分
�

 

見
直
�
�
行
�
�
�

　

現
在
、
老
人
保
健
で
医
療
を
受

け
て
い
る
か
た
に
は
、
１
割
ま
た

は
２
割
負
担
の
受
給
者
証
を
交
付

し
て
い
ま
す
が
、
年
に
１
回
、
負

担
区
分
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
負
担
区
分
は
８
月
１
日

か
ら
適
用
に
な
り
、
負
担
区
分
が

変
更
に
な
っ
た
か
た
に
は
、
老
人

保
健
か
ら
新
し
い
受
給
者
証
を
７

月
下
旬
に
郵
便
で
お
送
り
し
ま
す
。

　

変
更
が
な
か
っ
た
か
た
（
新
し

い
受
給
者
証
が
届
か
な
か
っ
た
か

た
）は
、引
き
続
き
今
ま
で
の
受
給

者
証
で
診
療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
国
保
医

療
係
（
☎
85

－

６
１
３
０
）

 

性
教
育
学
級
�
開
催
�
�
�

　

性
の
違
い
や
思
春
期
に
お
け
る

問
題
点
、
ご
家
庭
で
の
性
教
育
の

支
援
や
性
感
染
症
の
問
題
な
ど
に

つ
い
て
の
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
期
日
・
内
容

・
第
１
回　

７
月
14
日
（
月
）

「
男
と
女
の
体
の
違
い
」

・
第
２
回　

８
月
４
日
（
月
）

「
思
春
期
に
抱
え
る
性
の
問
題
」

・
第
３
回　

９
月
２
日
（
火
）

「
家
庭
で
の
性
教
育
・
実
践
編
」

▼
時
間　

夜
７
時
30
分
〜
９
時

▼
ど
こ
で　

荒
砥
地
区
公
民
館

▼
講
師　

町
立
病
院
産
婦
人
科
医

長　

井
上
聡
子
医
師

▼
対
象　

小
・
中
学
生
・
高
校
生

の
保
護
者

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

荒
砥
地

区
公
民
館
（
☎
85

－

０
２
６
０
）
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こぐわ保育園

つぶ
やき

つぶ
やき

お弁当の梅干し
Ａ男「この梅干しの種植えたら何出
　　　てくる？」
子どもたち「梅干しー！」
Ｂ男「梅干し出てくるの見たことな
　　　いよ。」
Ｃ子「畑から梅干しは出てこねごで」
Ｂ男「ほんじゃ梅干しの芽かな」
Ｄ男「ほだ。赤い芽出てくるなでな
　　　いが？」

アヒルの赤ちゃん

Ａ男「かわいい！リリー（保育園で飼

　　　っているアヒル）と色違うね。」

Ｂ男「うん。ちいときいろだ。」

Ｃ男「うすきいろだ。」

Ｄ男「うすきいろでなくてクリーム色

　　　だべ。」

Ａ男「えー！生クリーム色って言うん

　　　だべ」

みんな「？？？」

 

�
�
�
�
希
望
者
�

 

調
査
�
�
�
�

　

町
で
は
今
後
の
施
策
の
参
考
と

す
る
た
め
、
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
の

意
識
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
首
都
圏
な
ど

町
外
に
勤
務
し
て
い
る
町
出
身
の

か
た
で
町
内
へ
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
希

望
す
る
か
た
（
ま
た
は
そ
の
家
族

の
か
た
）
の
う
ち
、
現
在
、
情
報

関
連
企
業
�
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
業
�

情
報
処
理
・
提
供
サ
�
ビ
ス
業
な

ど
�
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
技
術
者

を
把
握
し
た
い
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

次
の
内
容
に
つ
い
て
連
絡
先
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
把
握
し
た
い
内
容

・
住
所
、
氏
名
、
年
齢

・
現
在
の
勤
務
先
及
び
業
務
内
容
、

得
意
な
分
野

・
そ
の
ほ
か
Ｕ
タ
ー
ン
を
す
る
に

あ
た
っ
て
望
む
こ
と
（
障
害
に
な

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
ご
自
由
に
お

書
き
く
だ
さ
い
）

▼
し
め
き
り　

８
月
末
日
ま
で

■
連
絡
先　

商
工
観
光
課
商
工
振

興
係
（
☎
85

－

６
１
３
６
）
Ｅ
メ

ー
ル

：syoukou@
so.tow

n.shir
ataka.yam

agata.jp

 

全
日
本
�
�
�
�
�
�
�
�

 

�
�
�
�
�
�
in
大
寺

▼
い
つ　

８
月
17
日
（
日
）
午
前

９
時
開
始

▼
ど
こ
で　

山
辺
町
大
寺
地
区

▼
参
加
資
格　

中
学
生
以
上
48
チ

ー
ム
（
抽
選
）

▼
参
加
料　

３
０
０
０
円

▼
チ
ー
ム
構
成　

ゲ
ー
ム
出
場
人

数
は
３
人
（
登
録
は
６
人
ま
で
）

※
優
勝
賞
品
及
び
仮
装
大
賞
あ
り

▼
申
込
期
間　

７
月
15
日
（
火
）

〜
30
日
（
水
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

大
寺
公

民
館
（
☎
０
２
３

－

６
６
４

－

５

６
６
１
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
3.m
acbase.or.jp/

^doronko/

�
親
子
�
�
�
�
電
気
�
旅
�

 
参
加
者
募
集

▼
い
つ　

７
月
30
日
（
水
）
午
前

７
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

▼
見
学
場
所　

酒
田
共
同
火
力
発

電
所
、
立
川
ウ
イ
ン
ド
フ
ァ
ー
ム

▼
参
加
費　

１
人
１
０
０
０
円

（
親
子
２
人
１
組
で
２
０
０
０
円
）

▼
募
集
人
数　

小
学
４
年
生
以
上

の
親
子
20
組
、
40
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い

▼
申
込
受
付　

７
月
22
日
（
火
）

よ
り
受
付
開
始

■
問
い
合
わ
せ　

東
北
電
力
株
式

会
社
米
沢
営
業
所
お
客
さ
ま
サ
ー

ビ
ス
課
（
☎
０
２
３
８

－

22

－

９

４
６
６
）

 

巡
回
交
通
事
故
相
談

▼
い
つ
・
ど
こ
で　

８
月
１
日

（
金
）
置
賜
総
合
支
庁
西
庁
舎
、

８
月
13
日
（
水
）
置
賜
総
合
支
庁
、

８
月
27
日
（
水
）
山
形
新
聞
社
置

賜
総
支
社

▼
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

＊
西
庁
舎
で
の
相
談
は
、
完
全
予

約
制
で
す
。（
予
約
☎
０
２
３

－

６

３
０

－

３
０
４
７
）

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
県
民
生

活
女
性
課
（
☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
６
８
２
）

 

首
都
圏
白
鷹
会
入
会
�
�
誘
�

　

首
都
圏
白
鷹
会
は
、
東
京
及
び

そ
の
近
郊
（
首
都
圏
）
に
住
む
白

鷹
町
出
身
者
の
人
た
ち
が
集
い
、

①
会
員
の
親
睦
を
図
る
、
②
郷
土

の
限
り
な
い
発
展
を
願
っ
て
白
鷹

町
と
密
接
な
連
携
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
昭

和
53
年
に
組
織
し
、
現
在
会
員
数

は
約
７
０
０
人
、
高
橋
俊
龍
会
長

の
下
で
、
次
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。　
　

①
総
会　

毎
年
11
月
に
開
催
。
白

鷹
町
か
ら
も
町
長
ほ
か
多
数
の
参

加
を
い
た
だ
き
交
流
し
ま
す
。
町

の
特
産
品
の
売
店
も
設
け
ら
れ
、

ふ
る
さ
と
の
味
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

②
会
報
の
発
行　

会
員
の
皆
さ
ん

か
ら
、
テ
ー
マ
に
そ
っ
て
文
章
を

寄
せ
て
い
た
だ
き
、
会
報
を
発
行

し
て
い
ま
す
。

③
白
鷹
町
と
の
情
報
交
換　

白
鷹

町
を
訪
問
し
た
り
、
白
鷹
町
か
ら

上
京
し
て
い
た
だ
く
な
ど
に
よ
り
、

白
鷹
町
の
状
況
を
お
聞
き
し
情
報

交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
本
会
活
動
の
充
実
を

図
る
た
め
、
会
員
の
募
集
を
行
い

ま
す
。
首
都
圏
に
お
住
ま
い
の
お

子
さ
ん
や
兄
弟
、
親
戚
の
か
た
な

ど
に
お
声
が
け
い
た
だ
く
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▼
年
会
費　

２
０
０
０
円
（
夫
婦

と
も
に
白
鷹
町
出
身
で
入
会
の
場

合
も
２
０
０
０
円
で
す
。）

▼
入
会
方
法　

は
が
き
に
住
所
、

氏
名（
旧
姓
）、
出
身
地
区
、
電
話

番
号
、
郵
便
番
号
を
書
い
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
今
年
度
の
総
会
は
、
11
月
29
日

に
池
袋
・
東
方
会
館
で
開
催
し
ま

す
。
25
周
年
記
念
と
し
て
、
浅
立

の
諏
訪
神
社
の
獅
子
舞
が
披
露
さ

18



・
初
級
行
政　

１
人
程
度

・
初
級
技
術（
電
気
）　

１
人
程
度

・
初
級
技
術（
機
械
）　

２
人
程
度

・
看
護
師　

１
人
程
度

▼
試
験
日
時
・
会
場　

９
月
21
日

（
日
）
米
沢
市
立
第
一
中
学
校

▼
募
集
期
間　

７
月
22
日
（
火
）

〜
８
月
８
日
（
金
）

＊
受
験
申
込
書
は
、
置
賜
広
域
行

政
事
務
組
合
事
務
局
総
務
課
ま
た

は
、
役
場
企
画
課
に
あ
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

置
賜
広

域
行
政
事
務
組
合
事
務
局
総
務
課

庶
務
係
（
☎
０
２
３
８

－

23

－
３

２
４
６
）

 

造
園
入
門
�
受
講
生
�

 

募
集
�
�
�

▼
講
習
期
間　

８
月
21
日
（
木
）

〜
28
日
（
木
）

▼
ど
こ
で　

長
井
・
西
置
賜
地
域

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

樹
木
せ
ん
定
の
基
本
、

造
園
の
基
礎
知
識
ほ
か

▼
募
集
人
数　

20
人
（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

▼
応
募
資
格　

57
〜
65
歳
の
か
た

▼
申
込
方
法　

は
が
き
に
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
書
い
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
し
め
き
り　

８
月
11
日
（
月
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

〒
９
９

３

－

０
０
０
３
長
井
市
東
町
２
番

12
号　

長
井
・
西
置
賜
地
域
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
84

－

４

５
３
５
）

 

平
成
15
年
度
危
険
物
取
扱
者

 

保
安
講
習

▼
日
時

・
給
油
取
扱
所
講
習

９
月
５
日
（
金
）
午
前
９
時
〜
昼

12
時

・
一
般
講
習（
給
油
取
扱
所
以
外
）

１
回
目
…
９
月
４
日
（
木
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分

２
回
目
…
９
月
５
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分

▼
ど
こ
で　

西
置
賜
行
政
組
合
消

防
本
部

▼
対
象
者　

危
険
物
取
扱
作
業
に

従
事
し
て
い
る
危
険
物
取
扱
者

▼
受
付
期
間　

７
月
22
日
（
火
）

〜
８
月
12
日
（
火
）

▼
受
講
手
数
料　

４
７
０
０
円

＊
受
講
申
請
書
は
消
防
本
部
、
消

防
署
、
各
分
署
に
あ
り
ま
す
。

＊
３
年
毎
に
講
習
を
受
講
し
な
け

れ
ば
、
免
状
の
返
納
を
命
ぜ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ

な
い
で
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
こ
の
ほ
か
に
、
講
習
は
８
月
下

旬
か
ら
10
月
上
旬
ま
で
県
内
26
会

場
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

危
険
物
安
全
協

会
事
務
局
（
消
防
本
部
予
防
課
内

・
☎
88

－

１
７
９
７
）

 

平
成
15
年
度
狩
猟
免
許
試
験

▼
い
つ　

９
月
５
日
（
金
）
午
前

９
時
〜
午
後
４
時

▼
ど
こ
で　

村
山
総
合
支
庁

＊
受
験
資
格
及
び
受
験
手
続
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
狩
猟
免
許
の
更
新
に
係
る
適
正

試
験
及
び
講
習
�

▼
い
つ　

７
月
18
日
（
金
）

▼
ど
こ
で　

置
賜
総
合
支
庁
西
庁
舎

▼
受
験
資
格　

県
内
に
住
所
を
有

し
、
有
効
期
限
が
平
成
15
年
９
月

14
日
の
狩
猟
免
許
を
も
っ
て
い
る

か
た

＊
受
験
手
続
に
つ
い
て
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁

保
健
福
祉
環
境
部
環
境
課
（
☎
０

２
３
８

－

26

－

６
０
３
５
）

 

平
成
15
年
度
狩
猟
免
許
講
習
会

▼
い
つ　

８
月
24
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
４
時
30
分

▼
ど
こ
で　

林
業
会
館（
山
形
市
）

▼
申
込
方
法　

申
請
書
に
受
講
料

７
０
０
０
円
を
添
え
て
、
山
形
県

猟
友
会
ま
た
は
各
地
区
支
部
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

れ
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

〒
３
３

７

－

０
０
１
６　

さ
い
た
ま
市
見

沼
区
東
門
町
１

－

１

－

８
１
４　

首
都
圏
白
鷹
会
事
務
局
・
高
橋
邦

男
（
浅
立
出
身
・
☎
０
４
８

－

６

８
６

－

７
７
６
８
）

＊
会
員
に
は
、
町
の
広
報
紙
「
広

報
し
ら
た
か
」
を
毎
月
送
付
し
て

い
ま
す
。

 

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合

 

職
員
採
用
試
験

▼
試
験
区
分
・
受
験
資
格

・
初
級
行
政
…
昭
和
57
年
４
月
２

日
〜
昭
和
61
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
か
た
で
、
高
校
卒
業
程

度
の
知
識
を
有
す
る
か
た

・
初
級
技
術
（
電
気
）
…
昭
和
57

年
４
月
２
日
〜
昭
和
61
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
高

校
卒
業
程
度
の
知
識
及
び
電
気
に

関
す
る
専
門
知
識
を
有
す
る
か
た

・
初
級
技
術
（
機
械
）
…
昭
和
57

年
４
月
２
日
〜
昭
和
61
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
か
た
で
、
高

校
卒
業
程
度
の
知
識
及
び
機
械
に

関
す
る
専
門
知
識
を
有
す
る
か
た

・
看
護
師
…
昭
和
43
年
以
後
に
生

ま
れ
た
か
た
で
、
看
護
師
の
資
格

を
有
す
る
か
た
及
び
平
成
16
年
３

月
末
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の
か
た

▼
採
用
予
定
人
数

�
�
�
�
訂
正

　

６
月
13
日
号
の
戸
籍
の
窓

「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
」
の

片
山
端
稀
く
ん
は
瑞
稀
く
ん
の

誤
り
で
し
た
。

　

お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま

す
。

▼
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
昼
食

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
猟
友
会

（
☎
０
２
３

－

６
２
４

－

０
３
８
２
）

 

成
分
献
血
�
�
案
内

　

血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
多

く
の
か
た
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
待
ち
時
間
の
な
い
よ
う
に

受
付
時
間
を
調
整
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
か
た

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

7
月
22
日
（
火
）
午
前

９
時
30
分
〜
午
後
３
時

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館

■
問
い
合
わ
せ　

健
康
福
祉
課
健

康
推
進
係
（
☎
86

－

０
２
１
０
）
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６
月
上
旬
、
山
形
市
内
で
の
公

務
を
終
え
、
国
道
３
４
８
号
白
鷹

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
た
。
目
の
前
に

朝
日
の
山
が
浮
か
び
、
前
面
を
薄

い
青
色
で
西
山
の
連
山
が
連
な
る
。

い
つ
も
見
慣
れ
て
い
る
景
色
だ
が
、

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
前
の
村
山
地

方
の
景
色
と
は
異
な
り
、
深
い
自

然
が
せ
ま
る
よ
う
な
、
そ
れ
で
い

て
限
り
な
い
自
然
の
広
が
り
を
感

じ
さ
せ
る
独
特
の
美
し
い
景
観
で

あ
る
。

　

こ
の
景
観
の
中
で
今
、
道
路
ぎ

わ
の
植
栽
ゾ
ー
ン
に
は
、
ト
ン
ネ

ル
か
ら
十
王
ま
で
の
区
間
は
す
べ

て
紅
花
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。
早

咲
き
の
工
夫
を
さ
れ
た
の
だ
ろ
う

か
。
何
箇
所
か
の
紅
花
ゾ
ー
ン
が

す
で
に
紅
の
色
の
花
を
つ
け
て
い

る
。
他
の
ゾ
ー
ン
は
ま
だ
青
い
ま

ま
だ
。
道
路
ぎ
わ
の
畑
地
に
も
何

箇
所
か
紅
花
畑
が
つ
く
ら
れ
て
い

る
が
、
水
田
の
青
み
と
同
じ
色
で

あ
り
、
凝
視
し
な
い
と
車
窓
か
ら

は
紅
花
か
ど
う
か
は
よ
く
わ
か
ら

な
い
。
あ
と
少
し
た
て
ば
、
黄
色

い
、
あ
る
い
は
紅
く
れ
な
いの
紅
の
花
が
道

行
く
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
だ

ろ
う
。

　

歴
史
的
に
白
鷹
は
、
江
戸
時
代

置
賜
地
域
に
お
け
る
紅
花
の
主
産

地
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
、
本
県
は

全
国
一
の
産
地
で
あ
り
、
作
付
面

積
は
１
０
０
０
㌶
以
上
も
あ
っ
た

と
言
わ
れ
る
。
高
価
な
貴
重
品
と

し
て
本
県
の
歴
史
を
つ
く
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
明
治
以
降
は
急
激

な
経
済
活
動
の
変
化
に
飲
み
込
ま

れ
激
減
す
る
。「
紅
花
は
県
花
」「
平

成
４
年
べ
に
ば
な
国
体
」「
観
光
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
紅
花
の
山
形
路
」、歴

史
を
活
用
し
紅
花
へ
の
思
い
を
込

め
て
行
政
主
導
で
あ
ら
ゆ
る
も
の

が
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
現
実
、

紅
花
と
銘
打
っ
て
も
紅
花
そ
の
も

の
の
存
在
は
一
隅
で
あ
っ
た
し
、

今
も
県
全
体
で
そ
う
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
情
勢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
か
の
よ
う
に
、
本
町
の
中
で

「
紅
の
花
を
咲
か
せ
る
会
」
が
有

志
に
よ
り
平
成
３
年
に
発
足
し
、

栽
培
・
活
用
し
、
地
道
な
活
動
を

続
け
て
お
ら
れ
る
。
感
謝
し
た
い
。

そ
し
て
、
も
う
す
ぐ
第
９
回
と
な

る
白
鷹
紅
花
ま
つ
り
が
、
今
年
は

多
く
の
地
域
づ
く
り
団
体
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
か
た
が
た
の
取
り
組

み
の
も
と
、
滝
野
交
流
館
を
主
会

場
に
開
催
さ
れ
る
。

　

か
つ
て
桜
は
公
園
の
桜
が
主
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
は
む
し
ろ

個
性
的
な
桜
、
一
本
一
本
の
価
値

を
人
が
求
め
、
楽
し
む
。
本
町
の

古
典
桜
が
そ
の
代
表
例
で
あ
る
。

紅
花
は
、
ロ
マ
ン
と
歴
史
を
感
じ

さ
せ
、
ま
た
、
多
様
な
利
活
用
が

可
能
な
作
物
で
も
あ
る
。
心
と
質

の
時
代
だ
。
花
に
つ
い
て
の
国
民

の
見
方
も
静
か
で
は
あ
る
が
、
変

化
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
。
白

鷹
が
夏
・
紅
花
の
里
と
し
て
美
し

く
映
え
て
い
く
こ
と
を
願
い
た
い
。
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月
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日
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上
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会
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�
�
�
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�
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�
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�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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日
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禁
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�
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�
�
�
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�
�
�
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�
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�
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�
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�
�
�
�
�
�
方
�
体
�
悪
�
�
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�
�
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理
由
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�
�
�

�
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�
�
�
�
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�
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�
�
�

�
�
�
�
�
�

●5月23日 ▼6月22日

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（鈴　木　秀　昭　　鮎　貝
安　部　　忍　　　飯豊町

（布　施　和　也　　中　山
竹　田　恵　梨　　萩　野

（小　口　義　文　　箕和田
根　岸　優　子　　埼玉県

（平　井　正　秋　　畔　藤
安　部　麻衣子　　下　山

（竹　田　健　治　　佐野原
阿　部　順　子　　朝日町

（齋　藤　　了　　　菖　蒲
嵐　田　純　江　　米沢市

（小　形　新　也　　畔　藤
今　井　　恵　　　長井市

（紺　野　真　史　　萩　野
鈴　木　さち子　　十　王

（菅　間　　正　　　畔　藤
阿　部　祐　美　　山形市

　 お く や み　　

 住所　　 氏　　　名　 年齢
荒砥乙　和　田　昭　吾　73
荒砥甲　佐々木　精　次　68
箕和田　小　松　金太郎　76
鮎　貝　宮　澤　民　雄　76
鮎　貝　安　部　清　子　73
鮎　貝　金　田　き　ぬ　85
荒砥乙　荒　川　正　久　80
中　山　大　滝　ハ　ル　71
荒砥甲　小　松　まさの　89
荒砥乙　大　木　たつ江　83
菖　蒲　小　関　く　ら　87
鮎　貝　加　藤　ふみよ　72
畔　藤　菅　原　美和子　36
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戸籍の窓にのせたくないかたは、届出のときに戸籍係にお申し出ください。
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�
夏
�
紅
花
復
活
�

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名   子の名

鮎　貝 伊藤 幸　治 真
ま

　美
み

佳　代

畔　藤 平 明　由 理
り く と

久人美由紀

鮎　貝 黒澤 和　幸 圭
けい

　斗
と

淳　子

横田尻 沖田 昭　博 乃
の

　彩
あ

幸　子

畔　藤 髙橋 綱一郎 優
ゆう

　真
ま

智　子

菖　蒲 高橋 吉　徳 大
ひろ

　翔
と

かおり

横田尻 金田 　修 悠
ゆう

　夢
む

かおり

滝　野 海老名 直　志 芽
め

　依
い

真　紀

浅　立 小形 裕　樹 虎
こ

次
じ

郎
ろう

由香利

荒砥乙 大滝 勝　秀 覇
は

　功
く

由　利

荒砥乙 軽部 　学 舶
はく

リ　カ

萩　野 紺野 俊　彦 晴
はる

　彦
ひこ

千亜紀

畔　藤 佐藤 文　弘 優
ゆう

　真
ま

恵美子

荒砥乙 菅間 栄　治 健
けん

　太
た

衣里子


